
見積フォーム作成 
マニュアル

（汎用見積）



 

 

見積フォームとは、解体工事の見積書を作成するための、工事内訳・内訳明細や単価などが登録されたひな型です。 

汎用見積では、工事名称・明細名称・見積数量・単価など、明細全項目を任意入力する見積フォームを登録します。 

■見積フォームについて

■見積フォーム作成 １/3

汎用見積の見積フォーム作成機能では、既存の見積フォーム複写による変更登録の他、 

実物件で作成済のエクセル見積データからのテキスト取り込みによる見積フォーム作成が可能です。 

※その他の見積フォーム作成方法

見積フォームは新規作成の他、見積書データを作成後、見積書入力画面の「登録」からもフォーム登録可能です。

詳細は、汎用見積マニュアルをご確認ください。
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「汎用見積」選択 

「見積フォーム作成」選択 

「見積フォーム名称」入力 

❹-Ⓐ
既存の見積フォームから作成する
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見積フォーム選択 

❺-Ⓐ 既存の見積フォーム選択

選択した既存見積フォームを複写して新しい見積フォームを作成し、

複写作成後の任意変更が可能です。

❻へ

A 

B ❹-Ⓑ
エクセル見積データから作成する

❺-Ⓑへ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❺-Ⓑ エクセル見積データから作成 

実物件で作成済のエクセル見積データからのテキスト取り込みによる見積フォーム作成が可能です。 

❶エクセルデータ選択：テキストを取り込むエクセルデータファイル（*.xlsx,*.xls）を選択します。 

※ Microsoft Office2016 以上のエクセルデータファイルが対象です。 

❷エクセルシート選択：エクセルデータのシートを選択します。 選択シートのデータを下段に表示します。 

❸取込テキスト選択 ：エクセルデータのシートから取り込むテキストのセルを選択します。 

複数列・複数行の同時選択が可能です。（ドラッグ選択、または「＋Shift」キー選択） 

❹取込先ページ選択：見積フォームの取込先ページ（工事内訳または内訳明細）を選択します。 

（内訳明細の編集には、上層工事内訳の入力が必要です。） 

❺取込先指定    ：右側のエクセルシートで選択中のセルのうち、先頭行先頭列の取込先を左側の見積フォームで指定します。 

❻取込実行      ：中央の矢印（    ）選択で、「❸」で選択中のテキストを左上基準で「❺」の位置に取り込みます。 

❼テキスト入力    ：左側の見積フォームでは、エクセルデータ取込の他、テキストの任意入力も可能です。 

❽元に戻す/やり直し ：編集結果の「元に戻す/やり直し」が可能です。 

❾削除         ：左側の見積フォームで選択中のセルのテキストを削除します。 

ドラッグ選択、または「＋Shift」キー選択による、複数列・複数行の同時選択削除が可能です。 

❿作成         ：編集結果で見積フォームを作成表示します。 

⓫キャンセル      ：見積フォーム作成をキャンセルし、汎用見積管理画面に戻ります。 
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❻へ 

汎用見積フォーム ⇐ ⇒ エクセル見積データ 

❸取込テキスト選択 

❺取込先指定 

❻取込実行 
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❼確認事項 
見積フォーム作成表示の際、「確認事項」ダイアログが表示されますので、内容を確認して閉じ、 

見積書式・明細数量・明細単価など、見積フォームの確認変更を行います。 

❻ 消費税設定 
消費税端数処理（切り捨て/切り上げ/四捨五入）の設定を 

行います。 

  

※消費税設定の編集は見積フォーム作成後の、 

書式入力画面工事内訳の消費税率押下でも行えます。 

  

※消費税率は、メインメニュー「基本設定⇒消費税率設定」 

の設定で表示します。 

6 

7 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■見積フォームの確認変更：1）見積書式 

汎用見積フォーム編集 見積書式  
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内訳明細 

■見積書式 
以下機能を利用して見積書式の確認変更を行います。 

❶画面切替   ：工事内訳/内訳明細の画面切替を行います。 内訳明細では下段で上層工事の切り替えが可能です。 

❷文字入力   ：「工事名称・明細名称・数量・単位・単価・備考」などの文字入力を行います。 

❸行編集     ：「行挿入・行削除・行移動・コメント行・小計行」などの行編集機能です。 内訳明細では「行複写」も可能です。 

❹消費税設定  ：フォーム作成の際に入力した、「消費税設定」の確認変更が可能です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■見積フォームの確認変更：２）法定福利費 

汎用見積フォーム編集 法定福利費  

■法定福利費 
汎用見積の見積フォームでは、法定福利費の新規入力・変更が可能です。 

法定福利費の新規入力は、ツールバー「法定福利」選択後、工事内訳の空白行を指定して「法定福利費」ダイアログで設定します。 

法定福利費が設定済状態での、ツールバー「法定福利」選択時は、設定済の「法定福利費」ダイアログを開きます。 

 

法定福利費は、「詳細計算」と「簡易計算」が利用可能です。 

※法定福利費の概要及び操作方法は、別紙「法定福利費マニュアル（汎用見積）」をご確認下さい。 

『Ｂ 簡易計算』 

簡易的な３種類の計算方法のいずれか選択により自動計算します。 

『Ａ 詳細計算』 

工法・職種別の歩掛り・労務費・保険料率により自動計算します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■見積フォーム登録 

汎用見積フォーム登録  

■見積フォーム登録 
作成した見積フォームの確認・変更を終了したら、ツールバー「フォーム登録」を選択し、見積フォームを登録します。 

※見積フォームのその他登録方法 

見積フォームは新規作成の他、実物件の見積書データを作成後、見積書入力画面の「登録」からもフォーム登録可能です。 

詳細は、汎用見積マニュアルをご確認ください。 

見積書データ入力画面 

見積書データをフォームに登録 

「出荷マスタ」以外の分類を選択して登録可能です。 

「未登録」の分類名称は、 

右クリックで任意分類名称に変更可能です。 


